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1. 関数 f(x) = x|x|はC1級だがC2級ではないことを確かめよ．

2. (1) 次の曲線について，速度ベクトル場を求めよ．

α(t) =

 cos t

sin t

2t

 , β(t) =

 et + e−t

et − e−t

1

 , γ(t) =

 t2 − 2t

t3 − 3t+ 1

t4 − t3 − t


(2) (1)のうち，正則曲線であるものはどれか．その曲線について，接ベクトル場

T(t)を求めよ．

3. R2上の曲線 α(t) =

et cos t

et sin t

0

について，二つのベクトル α(t)と α′(t)のなす角 θ

は tによらない一定値であることを証明し，その値を求めよ．

4. 正則曲線α : R1 → R3について，α(t)とα′(t)が常に直交し，|α(0)| = 1とする．こ
のとき，α(t)は常に（tによらずに）原点を中心とする半径 1の球面の上にあるこ
とを証明せよ．

5. 次の曲線について速度ベクトル場を求め，正則曲線であることを確かめよ．また，
曲線の長さを求めよ．ただし u,v ∈ R3は tによらないベクトルで v ̸= 0とする．

(1) α(t) = u+ tv (0 ≤ t ≤ 1) (2) β(t) =

4t3/2/3

t2/2

2t

 (1 ≤ t ≤ 2)

（ヒント）

1. f ′′(0)が存在しないことをいえばよい．

2. (1) 各成分ごとに微分すればよい．(2) 常に速度ベクトル ̸= 0の曲線を探す．

3. cos θ =
⟨α(t), α′(t)⟩
|α(t)||α′(t)|

.

4. |α(t)|2 = ⟨α(t), α(t)⟩を tについて微分するとよい（成分を使って計算できる）．

5. (1) αの長さは
∫ 1

0

|α′(t)| dt. (2)も同様．

http://math.shinshu-u.ac.jp/~ksakai/11_geometry/11_geometry.html


